
 最初に、⽣涯学習課�直江より、「信頼で築く丸⻲市さわやか協働推進条例」の紹介を⾏いました。条例の前
⽂に書かれている理念のほか、根本となる基本原則、協働を担う主体それぞれの役割などを確認しました。
  第4〜7条 それぞれの役割（⼀部抜粋）
○市⺠の役割 ⾃分たちの暮らす地域社会に関⼼を持ち、⾃発的な参加により、その活動の促進に努める。
○市⺠団体の役割 市⺠活動の社会的意義を⾃覚し、積極的に市⺠活動を⾏うように努める。
○コミュニティの役割 ⾃治の精神に基づき⾃⽴した主体として、地域の課題解決やまちづくりに、⾃発的か 
 つ主体的に取り組むように努める。
○事業者の役割 地域社会の⼀員として、また専⾨性を有する組織として、市⺠活動に協⼒し、⼜は⽀援し、
 市⺠活動の促進に努める。

基本施策 個別施策

情報共有・啓発活動 ①情報の共有 ②情報発信・啓発

⼈材の育成 ①学習機会の提供 ②活動・交流の場の提供 
③市⺠活動団体等の育成

活動基盤の整備 ①活動拠点の整備・充実 ②相談窓⼝の設置 
③担い⼿の育成・⽀援

交流・連携の推進 ①ネットワークの構築 ②参⼊機会の提供
③⼤学等との交流促進

  丸⻲市市⺠交流活動センター条例 
第1条 設置（⼀部抜粋）
 市⺠及び市⺠団体その他多様なまちづくりの主体
の学習と交流を推進し、市⺠活動への参画意欲の醸
成及び協働のさらなる発展に寄与するため、市の施
策の中枢的機能を担う施設として市⺠交流活動セン
ターを設置する。
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「信頼で築く丸亀市

さわやか協働推進条例」について

　　　　　　　　丸亀市生涯学習課

第3回　～目指す姿を考えよう
　　協働が生まれるために必要なこと～
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 8⽉5⽇（⼟）に第3回丸⻲まちづくりラボを開催しました。今回も計28⼈と多くの⽅にご出席いただきま
した。第3回のラボは、前回までとは異なるメンバーでのグループワークのため、最初に「⾃⼰紹介カー
ド」を使ったアイスブレイクを⾏い、グループ内での親交を深めました。

「信頼で築く丸亀市さわやか協働推進条例」について　　丸亀市生涯学習課

条例第8条「市の責務」第9条「市の施策」に基づい
て現⾏の丸⻲市協働実⾏計画に⽰されている施策

このまちづくりラ
ボをマルタスで開
催することに⼤き
な意味がありまし
た。



 次に、基本施策や個別施策について、⾃分の⽴場でできることや関われ
ること、やってみたいことを各⼈が付箋に書き出し、模造紙に付箋を貼り
ながら意⾒を出し合いました。また、グループの中ではそれぞれの取り組
みに必要な要素や仕組みについても考えました。例えば、基本施策の「情
報共有・啓発活動」については、「市の広報紙やHPなどで積極的に発信
する」のほか、「コミュニティ同⼠の連携」や「企業による協働のための
マッチング」などが⼤切だという意⾒が出されました。
 最後に、グループでまとめた模造紙を元に、それぞれの基本施策につい
てどのような取り組みや⾏動ができるかを発表しました。

第4回ラボに向けて、
皆さんへ宿題です！
⾝の周りの、解決し
たいと思う社会問題
を3つ考えてきてくだ
さい！

 最初に、ファシリテーターの佐藤さんより、「信頼で築く丸⻲市さわやか
協働推進条例」に基づき、協働が⽣まれるために必要な4つの基本施策につい
て、改めて説明を⾏いました。そして、その基本施策について理解を深めて
いただくため、なぜその施策が協働のために必要なのか、その要素がなけれ
ばどうなるかなどについて、グループ内でディスカッションを⾏いました。

丸亀市生涯学習課　市民協働担当

tel：0877-35-7628 fax：0877-25-2409��e-mail:shogai-k@city.marugame.lg.jp
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 第3回の丸⻲まちづくりラボは、信頼で築く丸⻲市さわやか協働推進条例の基本施策を基に、協働
が⽣まれるためには何が必要かを考えました。第2回とは異なり、少し難しいテーマではありました
が、グループで話しているうちにアイデアがどんどん広がっていくようでした。最後の第4回は、実
際に、⾝の回りの社会問題について、協働という⼿段で解決策を考えてみます。みなさま、お楽し
みに！

活動基盤の整備だと、マ
ルタスやコミュニティセ
ンターがあるよね。
みんなが集まって話せる
場所だったら事業所も提
供できそう。

⼈材育成のために、
対象者のニーズに合わ
せた研修や、市⺠活動
団体同⼠の交流も必要
だと思うよ。

⼈間関係が⼤切。
信頼でつながる
しかけが必要だね。

 今回のテーマである、協働が⽣まれるために必要
なこととして、「⼈と⼈との交流」や「SNSによる
情報発信」、「研修に参加する」など多くの取り組
みが挙げられました。皆さんが考えてくださった、
必要な要素や仕組みを、新しい計画に反映させてい
きたいと思います。

今日の振り返り

⾊々な世代の⼈と話
をしたら課題の発⾒
につながるんじゃな
いかな。


